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第 2回地域発達支援協議会 会議録  

               

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は令和6年度第2回地域発達支援協議会にご出席いただきましてありが

とうございます。本日の欠席は、竹本委員、矢野委員、濱田委員、合田委員、

本多委員の 5 名になります。定員 20 名のうちの 17 名の出席をいただいており

ますので、新居浜市地域発達支援協議会設置要綱第 6 条の 3 で示されています

過半数を超えており、本協議会の成立要件は満たしていることをご報告申し上

げます。また、東予こども・女性支援センターの高森委員さんが諸事情により

高畑由紀さんに交代しますので、よろしくお願いします。 

それでは、ただいまから第 2 回地域発達支援協議会を開催いたします。 

1 日 時 令和 6年 10月 7日（月）15：00～17：00 

2 場 所 新居浜市こども発達支援センター 

3 出席者 委員 髙森 快海        委員 川井 章代 

 委員 明智 美香        委員 伊藤 由香 

 委員 黒川 由美        委員 前田 さやか 

 委員 石川 真悟      委員 髙橋 美鈴 

 委員 竹宮 直孝        委員 金塚 郁子 

 委員 重松 ほのか          委員 村尾 勉  

 委員 真鍋 真理子       委員 三木 由紀子 

 委員 野沢 佐絵美  

 アドバイザー 吉松 靖文  

 アドバイザー 渡部 徹  

4 欠席者 竹本 幸司    合田 史宣  矢野 雅士 本多 知里 

 濱田 紀明    

5 事務局 藤田 惠女 越智 誠司 伊藤 亜野 西原 勝則 

 堀口 美穂 西原 紀子 田中 康一郎 川上 奈菜 

6 傍聴者 ０名    

7 議 題 ⑴ 発達支援課長あいさつ 

 ⑵ 協議題 

① サポートファイルの動向について（発達支援課から） 

② 障がいや発達に課題のあるこどもの適切な支援の継続について 

各機関での支援の引継ぎの状況 

③ そのほか 

・令和 5年度発達支援課の主な施策と実績、令和 6年度事業計画について 

8 議 事 開会 午後 15時 00分  閉会 午後 16時 45分 
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会の進行を髙橋委員長にゆだねたいと思います。よろしくお願いします。 

 

委員長を務めさせていただきます髙橋でございます。皆様のご協力をいただ

きながら、円滑な議事進行に努めてまいりたいと思います。どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

では、お手元の議事に従いまして進めてまいります。議題 1 のサポートファ

イルの動向についてということで、事務局から説明をお願いいたします。 

 

個別の教育支援計画サポートファイル「にっこ♡にこ」について説明させて

いただきます。 

障がいのある児童等へ切れ目ない支援体制の整備充実を図るため、教育的支

援の中心的ツールとなるのが、個別の教育支援計画と個別の指導計画です。 

個別の教育支援計画とは、障がいのある児童等一人一人のニーズを正確に把

握し、教育の視点から適切に対応していくという考えのもと、医療・福祉・保

健・労働等の関係機関との連携を図りつつ、幼児期から学校卒業後までの長期

的視点に立って一貫して的確な教育的支援を行うため、障がいのある児童等一

人一人について作成した支援計画をいいます。 

本人や保護者の願い、障がいにより困難な状況支援の内容、生育歴、相談歴

などこどもに関する事項について、本人・保護者を含めた関係者で情報共有す

るためのツールになります。 

個別の教育支援計画のほかに、個別の指導計画があります。個別の指導計画

は児童等一人一人の障がいの状態に応じたきめ細やかな指導が行えるよう、学

校における教育課程や個別の教育支援計画を踏まえて、より具体的に一人一人

の教育ニーズに対応して指導目標や指導内容、方法等を盛り込んだ計画になり

ます。 

個別の教育支援計画作成後に、この趣旨を踏まえて学校での具体的な指導の

ため、個別の指導計画が作成されると考えられます。この際、個別の教育支援

計画で明記された合理的配慮の内容も、個別の指導計画の目標や手立て等に反

映されることが望まれます。 

個別の教育支援計画の作成及び活用の流れについての一例になります。 

支援は、児童等が困っている状況への気づきや保護者や本人からの相談から

スタートします。できるだけ早い段階で気づくことがより良い支援につながり

ます。保護者と相談するにあたっては、お互いの信頼関係が重要になります。 

また、適切な指導や支援につなげるためには児童等の状況を的確に把握するこ

とが重要になります。児童等が抱える困難さに気づいたり、相談を受けたとき

や、速やかに実態把握を行い、児童等の状態をできるだけ具体的につかむよう
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にします。 

実態把握ができたら、個別の教育支援計画を作成します。個別の教育支援計

画の作成にあたっては、保護者と十分に相談し、支援に関する本人及び保護者

の意向や将来の希望その他支援内容を検討する上で必要な情報を詳細かつ正

確に把握し、整備していきます。その際、本人や保護者の意向を踏まえつつ、

関係機関等と当該児童等の支援に関する必要な情報の共有を図ることが大切

です。 

個別の教育支援計画は、あくまで、児童等の支援や指導に関する関係機関と

の連携のためのツールであり、作成することが目的ではありません。実践・評

価・改善を繰り返すことが最も重要となります。 

個別の教育支援計画の作成するメリットは、複数の関係者が話し合うこと

で、障がいのある児童等の教育的ニーズの把握ができ、支援の方向性が明確に

できる、教職員や関係者が支援目標や支援内容、手立てについて共通理解し、

一貫した指導や支援ができる、関係者の役割分担を明確にし、連携しながら指

導や支援を行うことができる、計画の評価見直しを行い、引継ぎを行うことで

支援が継続されるなどが挙げられます。 

平成 30 年 8 月に通知された学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施

行において、特別支援学級、特別支援学校に在籍する、もしくは通級による指

導を受ける児童の生徒に関して、個別の教育支援計画の作成が義務付けられま

した。 

令和 3 年 6 月に、国から統合型公務支援システムなどの ICT を活用して、

学校内外で必要に応じて個別の教育支援計画のデータの蓄積共有や引継ぎが

できる仕組みを踏まえ、個別の教育支援計画の参考様式と解説が示されまし

た。国の動向として、今後、個別の教育支援計画の電子化が示唆されます。 

本市では、個別の教育支援計画である新居浜市サポートファイル「にっこ♡

にこ」を平成 21 年 4 月から本格的に導入し、レイアウトの改修程度で 16 年目

を迎えています。多様な関係機関からの支援を総合的に調整していくためのツ

ールとして、保護者と共同で冊子を作成し、就園や進学、就労などのライフス

テージが変わるときに、支援方法やこれまでのかかわりを引き継いでいます。 

作成に関しては、保健センター、医療機関、放課後等デイサービス、児童発

達支援事業所などと連携し、本人や保護者の意向も踏まえ情報共有を図ってい

ます。本市では、原本は教育委員会で 25 歳まで保管し、保護者や学校縁関係

機関はコピーを保管していますが、これにつきましては、15 歳、中学卒業時

点で本人に原本を返却するように進めております。 

令和 5 年度のサポートファイルの新規作成数は 116 件、見直し件数は 495

件でした。見直し数は年々増加しており、サポートファイルの作成が必要な子
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に対してサポートファイルが適切に作成されてきていると考えられます。 

サポートファイルの活用状況や現状を把握するために、市内小中学校教員を

対象にアンケートを実施しました。563 名の回答が得られましたので、結果を

ご報告いたします。 

個別の教育支援計画としてサポートファイル「にっこ♡にこ」があることを

知らない教員が 6.2%、特別支援学級や通級指導教室に通うこどもは、サポー

トファイルを作成する義務があることを知らない教員が 8.3%、実際の作成方

法や連携の仕方を知らない教員は 16%でした。 

また、サポートファイルを知らないと答えた教員のうち 86%が経験年数 5

年未満の教員でした。サポートファイルの作成方法や連携の仕方を知らないと

答えた教員も、経験年数 5 年未満が 68%を占めていました。経験年数の少な

い教員へのサポートファイルの作成や活用、引継ぎの方法の周知徹底が課題と

なります。 

サポートファイルを「実際作成したことがある」「引継ぎをしたことがある」

と回答した 397 人に、サポートファイルの作成、引継ぎをすることへの満足度

を質問したところ、「満足している」「やや満足している」と回答した人は 87%、

「やや満足していない」「満足していない」と回答した人は 13%でした。 

満足していると答えた主な理由として、「支援の達成度、課題など文章化す

ることで引継ぎがしやすくなる」「保護者や関係者と一緒に作成することで児

童への共通理解がより図れる」「事前に情報を知っておくことで児童の不安や

困り感に対する手立てができる保護者の安心感につながる」「児童の実態や成

長、困り感の把握ができる」などがありました。 

満足していないと答えた理由としては、「作成されたものが十分に引継ぎさ

れていない」「配慮の要する児童が年々増加し、作成の負担が大きい」「個別の

指導計画との違いがあまりない」「作成にかかる時間や手間が多いと感じる」

などがありました。 

また、サポートファイルを使用していて改善してほしいことについての質問

では、「特にない」が 298 人と一番多く、「記入作成に時間がかかる」と答えた

人が 208 人と次に多くいました。 

また、サポートファイルの電子化についてどう思うかの質問に対し、電子化

し作成・活用した方が良いという意見が全体の 72%を占めました。主な理由と

しては、「個人情報の保管・管理がしやすい」「作成時や、見直し時の時間短縮・

業務改善ができる」「閲覧が容易になり職員間で情報共有しやすい」などがあ

りました。 

「現状のままで良い」という意見は 10%ほどで、電子化に伴う移行作業への

不安、個人情報の管理への不安、保護者、本人、関係機関の手から離れてしま
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うことへの危惧などが挙げられました。 

「わからない」という意見は 18%で、「電子でも紙媒体でもどちらでもよい。」 

「作成、活用したことがないのでわからない。」などがありました。 

現状の課題としては 3 つの課題が挙げられます。経験年数が少なく実際サポ

ートファイルを作成、活用したことのない教員への作成活用、効果的な引継ぎ

方法などを周知していく必要があること、保護者の共通理解が図れたり、連携

や引継ぎがしやすい児童生徒への成長、困り感などの実態把握につながるなど

の利点を残しながら、作成にかかる負担を減らすために電子化の必要の検討を

含めて整理する必要があること、15 歳の原本返却に向けての具体的な方法の

検討などが上がっています。 

今後、発達支援課ではこの 3 つの課題について取り組んでいきたいと思って

います。発達支援課からは以上になります。 

 

ありがとうございました。今の説明についてご質問ございますか。 

 

13 枚目のスライドで、保護者や本人、関係機関の手から離れてしまうこと

への危惧、これがどういうことかよくわからないので、教えていただけますか。 

 

アンケートを作成した中で、今は保護者と一緒に作っているけれど、電子化

によって簡易になる分、保護者との相談なしに教員の方で作成し、保護者や本

人の意向が反映されず、保護者が置き去りになってしまうのではないかという

ようなご意見が、アンケートの中にはありました。 

また、学校が主体でサポートファイルを作り、発達支援課があまり関わって

いない場合はサポートファイルの原本は発達支援課で保管するけれど、なかな

かその生徒や児童について支援会議や引継ぎができているかどうか確認がで

きていなくて困った事例もありました。そういうところも少し心配かと思いま

す。以上です。 

 

他にご質問等ございますか。アドバイザーの皆様にご意見、ご助言を含めま

していただきたいと思います。 

 

丁寧な調査、ご説明ありがとうございました。 

ご説明についてですが、まずスライドの 4 ページ。第 1 段階が気づき、相談、

引継ぎとあります。個別の教育支援計画は学校教育の段階から作って活用する

ものですけど、今は就学前からの発達支援のルートに乗っている人たちが少な

からずいるかなと思います。今日配られているこちらのパンフレットを見て
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も、児童発達支援がたくさん載っています。そうすると就学前の発達支援のキ

ャリアがある人がいて、当然そういう人たちの個別の支援計画が作成、活用さ

れているので、その点の位置づけというのはここに明確にされた方がいいんじ

ゃないかなと思います。 

スライドの 6 に、個別の教育支援計画の作成が義務付けって書いてあるんで

すけど、これには活用も入っていると思います。作りっぱなしではダメです。 

活用しなさいということが明記されているかと思います。 

スライド 8 の 15 歳、中学校卒業時点で本人に原本返却するというのはとて

も素晴らしいことだなと思います。それがこれからの課題だという説明が終わ

りの方にあったかと思いますけど、それをするにあたっては、早期からのご本

人の参画をどうするかという問題だと思います。いきなり 15 歳になって「に

っこ♡にこ」をあなたのものですよって言われてもどうしていいかわからな

い。 

お子さんの理解力等の問題は考慮する必要があると思いますが、一般的に 5 歳

代の発達になっている人であれば、自分のことを考えて自己理解しながら行動

していくということを行う必要があるのではないかなと思います。 

個別の支援計画を使って児童発達支援を受けた子は、療育機関でやってきた

こと、幼稚園でやってきたことを確認し、よかったこと、学校でもあったらい

いことの確認をすることは、具体的なことであれば小 1 になるこどもたちでも

不可能ではないと思います。 

小学校では、今度は学習面のサポートに加えて、中学校に向けたテストアコ

モデーション（※障がいのある人が、障がいのない人と同等にその教育および

テストにアクセスできるようにするための配慮）が重要になってくるところで

す。中学校になったら、はっきりした成績として出てしまうのですが、それに

当たって中学校ではちゃんと成績を評価しているためにテストアコモデーシ

ョンをしてもらいたいのです。 

そこを終えた上で、15 歳になった時にこのサポートファイル「にっこ♡に

こ」をこども自身が管理し、自分の生活をより良く豊かにするために使えるよ

うな体制づくりするために、どんな準備が必要か、現場の教員や保護者、そし

て本人に対してもどのように周知していくかという体制づくりが必要かなと

思います。 

スライド 9 ですけど、これを見てみると、引継ぎが減ったというふうに見え

るんですけど、この引継ぎが減った理由というのが分かれば教えていただきた

いなと思います。 

スライド 10 なんですけど、教員に対するアンケートはもちろん重要だと思

います。ただし、ここでは本人、保護者に対しても対象とする必要があるんじ
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ゃないでしょうか。特に、スライド 12 の調査内容については、これはサービ

ス提供者の満足度ではなく、利用者の満足度を測る必要がありますよね。可能

な限り本人、本人が難しい場合代理人である保護者を対象にした調査をする必

要がこの項目ではあるんじゃないかなと思います。 

これでコメントの中の「作成の負担が多い」「記入作成に時間がかかる」に

ついては、「にっこ♡にこ」を個別懇談や三者面談で使えばいいんじゃないで

すか。わざわざそれを別に作るから負担が増えるのではないですか。 

作成、活用の中で当事者の参画が重要になっているわけですから、効率化だ

けでなく、これを作成、活用する観点において重要なのは個別懇談等で活用す

るということになるというふうに思います。 

個別の指導計画との違いがあまりないということは、これはやっぱり位置づ

けが十分理解されていないということを表していますね。ということで、これ

についての周知徹底を図る必要があるという課題が明らかになったかなと思

います。 

スライド 13 については、なるほどなと思いましたが、これは運用の問題で

はないかなと思います 

スライド 14 が原本返却に向けての具体的な方法の検討というのは、先ほど

申し上げたような形で、ヒントにもしていただけたらありがたいと思います。    

まず、このような調査がなされているということが一番大きな新居浜の優れ

た点ではないかなと思いますので、やっぱり新居浜は進んでいるなと思いま

す。でも、こういう仕事に終わりはないので、さらに次を目指していただけれ

ばなと思います。 

 

 ありがとうございました。 

 

平成 19 年から特別支援教育が始まり、国がサポートファイルを作りなさい

よという方針を出して、愛媛県では、東温市がモデル地区で行い、その次に西

予市が 2 番目の指定になって、その後県下に広がりました。東温市で、このサ

ポートファイル「キラリ」というのですが、それを作っている時に新居浜でお

話ししたので、新居浜は早く平成 21 年 4 月に「にっこ♡にこ」ができたんだ

ろうと思っています。 

個別の教育支援計画の作成の手順の中で、保護者や本人が同意した分が教育

支援計画なんです。本人や保護者が同意していない場合は、学校として、支援

計画、指導計画の原案なんですよ。原案を元に保護者や本人と話し合って最終

決定をするので、うちは教育支援計画を作っていませんというのはおかしく

て、こどもを預かり、その子に配慮している以上、学校としての案ができてい



 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るはずなんです。本人、保護者の同意がない場合でも、学校としてはこういう

考え方で支援しようとしているという考えは示せるんじゃないかな。そこまで

はコーディネーターがしっかりやらないといけないと思います。この流れの中

で、保護者、本人の確認がいるんじゃないかなと感じています。 

平成 29 年に特別支援教育推進のガイドブックというものがでて、平成 30

年に、それの中に教育支援計画を作りなさい、そのために校内委員会を校長は

作らないといけません、それを受けてコーディネーターが校内委員会を開い

て、保護者の同意を受けて進めていくという流れがうまくいくように通知がで

たんです。 

それを受けて令和2年3月に愛媛県教育委員会は、こういうような指導計画、

支援計画を作りましょうという冊子を出しました。そうすると、新居浜市の「に

っこ♡にこ」や東温市の「きらり」など、市として教育支援計画を作って 10

年間ずっとやっているところは、今それをどう付け合わせるかについて困って

います。だから「にっこ♡にこ」とこれから説明するこの県のパッケージとが

うまく合体しているかどうかが、これから課題になるんじゃないかな。 

愛媛県のパッケージには、基本シートがあります。チェックリストがあって、

幼稚園用、小学校用、中学校用、高等学校用があります。小学校用だったら 1

年から 6 年まで同じなんですよ。市や町の愛教研の担当者が 1 年生用、2 年生

用、3 年生用など学年ごとのチェックの内容を変えて作ってやっているところ

が多いです。 

これが、フェイスシートです。チェックリストをチェックするとレーダーチ

ャートが出てくるんです。全体でこのフェイスシートを見せてもらったら、こ

どもたちはどんな様子かがわかりますよってことです。 

新居浜市は、発達支援課が関わっているこどもに関しては発達検査を行い、

学校は情報をもらえるからすごく幸せなところですが、発達検査は資格がある

人じゃないとできないという時代が来ましたので、気になるこどもについての

発達検査の結果がもらえないままで、支援計画や指導計画を立てないといけな

いというところが多いんです。その場合にはこのレーダーを見て特性をつかめ

たらよいと思います。 

これらのワンセットの中の最後のところに支援シートとか支援計画という

のがあります。これを教育支援計画として、幼稚園、公立の幼稚園と小中高等

学校、義務教育と関連の学校教育のものは、これで連携ができるような仕組み

を県が提示しています。新居浜市教育委員会が、これをどうするかというのが

課題になります。 

今の学習指導要領は平成 29 年にでき、平成 30 年 3 月に自立活動という冊子

が出ました。自立活動というのは特別支援学校の指導領域なんです。 
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後でお話しますが、6 区分の 27 項目というものがあります。通常の学級に

在籍している児童生徒の中には、通級による指導の対象とはならないが、障が

いによる学習や生活上の困難を抱えているこどもがいたら、個別の教育支援計

画、指導計画を作成して支援を考えないといけないと書かれています。 

通常の学級の中で指導するだけでは無理な場合には、1 対 1 の通級指導教室

で指導する、通級指導教室がない場合には、通常の学級の指導の中でその項目

についてカバーしましょうと平成 29 年の手引き書に書かれているんです。 

支援が統一した内容となるように、通級指導教室、放課後デイサービス、児

童発達支援など個別でやっているところと各教科等における指導との密接な

連携、外部の方との連携などをしないといけないと思っています。 

次の 5 領域は、幼稚園、保育所、認定こども園の指導領域です。平成 21 年

にこの 5 領域が 10 の姿へ変わりました。平成 21 年までのこどもに比べて、こ

れからのこどもは、人間関係と環境、学力のところを細かく見て、支援をしな

いといけない。今は幼稚園、保育所、認定こども園から小学校入学時に、この

10 の姿のレポートが抄本として送られてきて、小学校はそのレポートを見て、

今年の1年生はこういう特性があるなとスタートカリキュラムを作って1年生

の指導をしましょうと学習指導要領の総則に書かれているんです。 

それから、放課後デイサービスでもこの 5 領域でやりましょう、支援計画、

指導計画を作りましょうとなっているはずです。この支援計画、指導計画が、

学校の指導と内容が合っているかどうかを、ケース会議で連携しましょうとな

っていて、来年 4 月から始まるはずです。 

ですので、そのあたりを参考に使えるように「にっこ♡にこ」のどこを変え

たらよいかというのが、今日の話題提供かなと思います。 

就学前は 5 領域 10 の姿で、学校では、自立活動 6 区分の 27 項目になります。

通級指導教室とはこの項目だけで教えています。特別支援学校はこの項目を教

えるための自立活動の時間を設定しないといけません。特別支援学級も、自立

活動の指導の時間を持って指導しないといけなくなっているはずなんですが、

そこがうまくできていない特別支援学級が結構あるというのが課題になって

います。 

就学前と学校を照らし合わせると、情緒の安定の項目が 5 領域 10 の姿には

ありません。これは、心の問題は就学前では全ての保育の中でやりましょうと

いうことです。学校に入ったら、通級指導教室や合理的配慮のもと通常の学級

の中でやりましょうとなっています。 

不登校の子は放課後デイサービスを利用できるということが 7 月から始ま

っています。学校に行ってないけど、放課後デイサービスに行ったら出席扱い

しましょうというのはおかしいんじゃないかな。このことが、東温市では話題
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になっています。福祉課で、放課後デイサービスに行く時の受給者証を出す際

に、学校から意見書を書いてもらうんです。学校に行っていないということだ

けで、受給者証を出すのはやめましょうと福祉課の方が言ってくれました。 

学校に行っていないのではなくて、その子にどんな指導をしないといけない

のか。その指導が学校や通級指導教室では不十分なので、療育施設としての放

課後デイサービスのプログラムでやらないとその子の支援ができない、その内

容がある場合には放課後デイサービスの利用を認める、受給者証を出すという

方針を 10 月 20 日の会で、福祉課の方が公表するというところまで話が煮詰ま

っています。 

昭和 46 年の学習指導要領の改訂の時に、心身適応、感覚、運動、意思の伝

達の 4 領域で始まりました。意思の伝達、運動、感覚については、最初からず

っと変わらず、同じ領域が続いています。心身適応というのが、平成元年に健

康と心理に変わって、平成 21 年には健康、心理、人間関係という、3 つに分

かれました。6 区分の半分が心身適応の項目になっているということになりま

す。不登校や発達障がいが話題になり、こどもたちの情緒の安定や状況の変化

に対する対応の仕方などの指導が必要なケースが増えているので、この項目が

増えたのではないかと思います。 

平成 15 年に特別支援教室という案が出ました。通常の学級に籍を置いて、

わからなかったら特別支援教室に通うという形で、今の通級指導教室がよく似

ています。ただ今の通級指導教室は自立活動の内容 27 項目だけ教える、勉強

が遅れている子の教科指導はしてはいけないという形になっています。 

この通級指導教室が今全ての学校に設置されてないので、巡回指導、通級指

導教室の先生が通級指導教室のない学校に出向いて指導しましょうというも

のがでてきています。このやり方については、今、宇和島市が 3 年間の研究指

定を受けて、それをやっています。 

国語と算数だけ特別支援学級で、あとは通常の学級でやるみたいなのが今愛

媛県下ですごく多くなっているんです。それで、3 年前に特別支援学級で半分

以上指導しなかったら、退級して通常の学級に在籍をしてやってくださいよと

なりました。特別支援教室構想は、通常の学級に籍を置いて、自立活動につい

ては通級指導教室、教科については特別支援教室でやりましょうという構想な

んです。 

現在、通常の学級に籍を置き、自立活動については通級指導教室でできるん

だけれど、勉強ができないようなこどもたちはどうするかという問題が学校で

でていて、児童発達支援事業所や放課後デイサービスや塾のような外部の力を

借りながらやっている現状があるので、そこと連携しましょうとなっていま

す。放課後デイサービスや児童発達支援が行っている支援計画や指導計画と、
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学校の支援計画や指導計画が同じ歩調を合わせながら、こどもの支援を当たり

ましょうというのが、来年 4 月から本格的に始まります。 

今は地域の学校だけでなくて、物理的にも人的にも整っている特別支援学校

へ保護者や本人の希望があれば認定就学者として認めましょうとなっている

んです。地域の義務教育の学校に行っている場合は、その時に保護者や本人の

意見をしっかり聞いて、教育支援委員会で話合いをして原案を作って、それを

もとに最終的には教育委員会が判断しましょうというようにするんですよ。令

和5年2月に愛媛県教育委員会はそういうようにして就学をやりますよと冊子

を作って、各学校に送っています。そのように、いろいろなことがどんどん変

わっていっています。 

令和4年12月に通常の学級に気になるこどもが8.8%いるというのが公表さ

れたのはご存じだと思いますが、その 8.8%のこどもたちをこのように指導し

ていきましょうという案が4ヶ月後の令和5年の3月13日に出ているんです。

その案が今どのくらい実施されているかという調査の結果が公表されました。 

校内委員会で話合いが十分できていないという課題があります。また、今日

の話題の教育支援計画、指導計画が十分出来上がってないというのもこの実態

調査でわかっています。 

本人が困らないように合理的な配慮をし、本人を変えることは過重負担にな

らない程度にするということを学校が意識して継続しないといけないんです

が、できていない。 

この内容は今回の 29 年の 3 月に障がいのある児童生徒に対するガイドライ

ンが出ていて、教育委員会、学校長、通常の学級の担任、特別支援学級の担任、

養護教諭、保護者などの役割や具体的な項目目標を書いていますが、それぞれ

の役割がうまく機能していないと感じます。 

その上に、平成 15 年の特別支援教室構想の中には、不登校の子をひっくる

めてみましょうと書いてあるんです。通常の学級だけでは指導が難しいので、 

専門的な教育支援センターに通うといったことです。新居浜市も中萩中学校に

同じようなものがありますよね。東京でも、特別支援教室という構想で行って

いるところもあります。 

 このような方向で、個別の教育支援計画「にっこ♡にこ」も考えてほしいな

と思います。いろんなことが「にっこ♡にこ」でカバーできるんだったらいい

んだけれど、この大きな流れの中で足りないところがあったら、修正をしなが

らより望ましいものにしていただいたら、ありがたいなと思っています。以上

です。 

 

ありがとうございました。それでは、協議題の 2 つ目、「障がいや発達に課
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題のあるこどもの適切な支援の継続について」というところで、各機関での支

援の引継ぎ、それからサポートファイルの活用状況の報告に移ります。まずは

事務局のほうからお願いいたします。 

 

冒頭で説明がありましたように、個別の教育支援計画は、家庭・学校・医療

機関や労働機関など関係機関が連携を図りつつ、長期的視点をもって作成、評

価・見直し、活用を行いながら引き継いでいくものになります。教員のアンケ

ートを分析する中で、効果的な活用や引継ぎが必要な場合があるのではないか

と感じました。そこで、各分野でサポートファイルの引継ぎがうまくいった例

や、サポートファイルを使わなくても引継ぎがうまくいった例、こんなものが

あったらうまく引継ぎや活用ができるのではないかというようなご意見とか

をお聞かせ願えたらと思います。よろしくお願いします。 

 

それでは各事業所の方から簡単にご説明をしていただきたいと思います。 

 

児童発達支援事業所はげみ園です。発達支援なので、サポートファイルを持

ってうちの事業所に来るという方は数人いらっしゃるんですが、ほとんどは保

育園、幼稚園に行く際サポートファイルを作るときに、こどもさんの得意なこ

とや苦手なこと、こういうふうにしたらうまくいくといった情報を含めて作っ

ていきます。 

はげみ園が実際に保育園、幼稚園や学校に行って、引継ぎを行うことはあま

りありません。ゼロではないんですが、幼稚園、保育園によるというようなと

ころもあるかと思います。 

ただこちらから送り出していくときにサポートファイルがあれば、少し気に

なることでも安心かなというようなのはありますが、幼稚園保育所でうちを利

用しているお子さんのしんどい状況が出たとき、サポートファイルを見ながら

顔を合わせて話ができたら、もっとお互い分かりやすくなるのかなとは思うん

ですけど、なかなかそういう機会は取れていないというのが現状だと思いま

す。ここができると、もっと共通認識を持って児童発達支援と幼稚園、保育園

とが連携できるかなと思います。 

 

こども部会です。保護者が希望されたら個別のサポートファイルを作るとい

うところで、事業所を通して現状や今取り組んでいる目標を書いています。定

期的な見直しのときに、ケースによっては呼んでいただいて一緒に確認しなが

ら作るという場合もありますし、会議には参加せず、書類の提出のみの場合も

あります。 
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小さいこどもの場合ですと、できるようになったところもたくさんあるけ

ど、いろいろ困った行動に見えるようなところもたくさん出てきて、保護者か

ら直接お話を聞いたり、園に見学に行ったりする場合もあります。半年ごとに

個別支援モニタリングという会議を保育園で開いていただけるケースや学校

の会議に呼んでいただけるというケースも増えています。そういうときに、初

めて事業所だけではわからない情報をたくさんいただいたりして、サポートフ

ァイルをもとにいろいろ情報の共有が深まっています。小学校に上がるという

子ですと、引継ぎの時期が同じ時期に重なり、そこに福祉の終了のモニタリン

グとも重なっているので、密になっているという印象はあります。以上です。 

 

地域福祉課です。地域福祉課の窓口などでサポートファイルの話題があがる

ことはあまりなくて、モニタリングなどで、事業者の相談員が保護者やお子さ

ん、関係機関の方と情報共有という形で活用していただいているんじゃないか

なと思います。以上です。 

 

こども未来課、こども家庭センターです。私がこれまで関わってきた方から、

保護者の方を通じて見せていただくということはありました。 

今後は、こども家庭センターの中で、よく似た名前で、「サポートプラン」

を作成するようになっています。そのサポートプランというのは、発達面だけ

に特化せず、養育環境などのプランがメインになってくるのですけれども、「サ

ポートプラン」を保護者や本人と一緒に作っていく中で、このサポートファイ

ルを作られている方については、それも踏まえたプランになっていくようなこ

とで取り組んでいきたいなとに思っております。 

 

保健センターです。保健センターでは担当校区を持ちながら業務をしていま

す。保健師にサポートファイルの認知や活用の状況について事前に聞き取りを

してみました。保健センターで校区の管理をしている保健師の約 8 割がその存

在を知っていたのですが、説明をできるほど詳しく知っていた保健師は少ない

という現状でした。保護者に対してサポートファイルの情報提供を行ったこと

のある保健師の数も実情としては少なくて、これは保健師自身がサポートファ

イルについて十分に知らないために、保護者に情報提供しづらいのではないか

と今回の聞き取りで感じたところです。まずは、サポートファイルについて知

るところから進めていく必要があると感じました。 

各機関での支援の引継ぎの状況については、幼稚園、保育所などに引継ぎが

必要な場合は具体的なツールは利用していないのですが、必要に応じて口頭で

引継ぎを行っています。以上です。 
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幼稚園協会です。サポートファイル「にっこ♡にこ」を作るのは、年長がほ

とんどで、小学校に行くときや保護者に理解を求めるときに使っているという

のが現状です。 

保護者の意識が変わってきまして、「私は生きるのに問題がなかったから、

そういうところを心配はしません」という保護者も実際いらっしゃいました。

しかし、「小学校に入ってこどもをお母さんが見れない間、学童に入るんです

よね。そうなった時に学童に入れない可能性も出てきますよ」という話になっ

たら、途端にパッと変わって支援を受けようという保護者がいらっしゃいま

す。 

ですので、今後の方向性として、サポートファイルを特別なものとして使う

のではなく、幼稚園で書いている要録に初めからサポートファイルを使っても

らうことができれば、幼小中と自然と準備ができるんじゃないかなとも思って

います。 

ただ、先ほど最初に述べたように、保護者の動向というのがこの 1,2 年で大

きく変わっています。このコロナ禍からはすごく変わりました。 

なので、今年は現状のままで良かったけれども、来年以降はサポートファイ

ルを作らないという保護者はもっと出てきますし、サポートファイルを作って

も幼稚園から理解を得るというのは難しいという状況になっています。 

なので、サポートファイルを作るというよりかは要録そのものがサポートフ

ァイルという、担任や周りの人にわかりやすい状況を作ってもらうと、次年度

以降、担任やサポートの先生、保護者で話合いがしやすくなるので、今後そう

いうものにしてもらいたいと思っております。障がい児と現状の保護者という

ところでお話しさせていただきました。 

 

新居浜東高校です。県立学校では東中南予それぞれに通級指導を行う学校と

いう形で、近隣でありますと新居浜商業高校が通級指導を行っております。そ

ちらの方ではサポートファイルを持ち、これまでいろいろな支援をしてもらっ

た生徒さんが実数はわからないけれども、若干いるのかなと思います。本校の

方では、サポートファイルを持って入学してくる生徒は非常に少ない状態で、

入学時に中学校から、対応を必要とする生徒についての情報を提供していただ

くときに話を聞いたりすることもあるんですが、これは稀です。入学してから

最初の保護者との個別の面談の際に、サポートファイルを持っているというこ

とをお話いただく保護者もいれば、生活の中で気づくことなどを連絡する中で

サポートファイルを持っていたという話を聞いたりすることもあります。 

実際にサポートファイルがどのぐらい高校段階になって活用されているか
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というと、活用度が低いのかなというのが実感しているところです。 

 

ハローワーク新居浜です。私は新居浜に来て約 1 年半窓口で相談させてもら

っているんですけれども、サポートファイルを持ってご相談に来られる方が今

までいない状況で、私もサポートファイルという言葉を聞いたことがありまし

た。実際にどういったものかというのは今日のお話で初めて知った次第です。

今後もし可能であれば、新居浜商業高校の通級の生徒さんのご相談を受けるこ

とが多くなってきているので、サポートファイルの情報共有ができるのかどう

かという部分でお話ができたらいいのかなと思いました。以上です。 

 

支援センターエールです。私もハローワークと同様にサポートファイルとい

う言葉は聞いていたんですけれども、今日、実際深く話を聞くことができまし

た。普段は一般就労を目指している方の支援をしているので、あまり薄いので

はないかな感じていました。機会があれば、連携して参考にしていけたらと思

います。以上です。 

 

新居浜市肢体不自由父母の会です。サポートファイル自体の全体像が発達障

がいの子たちのものが多いんですけれども、肢体不自由の会員でもサポートフ

ァイルを持っているかなと思い、LINE でアンケートを取りました。 

サポートファイルは平成 21 年にできているのでお子さんの年齢が高いと、

全く知らないという方もいらっしゃいました。サポートファイルを作りました

という人に、どのように活用しましたかという問いには、保育所に行く時、学

校に入る時、放課後デイサービスの利用をする時という回答がありました。 

また、サポートファイルについて何かご意見はありますかと問いには、保育所

入所時や学校入学時、放課後デイサービスを利用する時に提出するフェイスシ

ートを記入する際に、サポートファイルがあると、まとめて書いてあるので、

それを見ながら書くことができたという意見がありました。肢体不自由父母の

会の人たちは特別支援学校に入っている方が多いので、特別支援学校にも支援

計画があり、結局サポートファイルを使わないで更新しなくなり、発達支援課

とのかかわりが薄くなってしまっています。成人すると、障がい者年金などの

手続きの際に、サポートファイルがもう一度活用できるというお話がありまし

た。 

私の息子も発達障がいがあって、サポートファイルを作りました。小学校か

ら特別支援学校に上がるときに作ったらいいよということで、先生方が細かく

話し合ってくださったのを覚えていて、保護者として、ああいう機会が持てた

のはすごく助かりました。自分のこどもがどういうところが難しくて、こうし
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ていったらよいというようなことを記録に置いてくださっているので、それを

次のところに持っていけるメリットはあると思います。 

 

愛媛県自閉症協会新居浜地区です。私もこどもが平成 3 年生まれですので、

サポートファイルができた頃には卒業しているという状況でした。ですので、

仮に私が今子育て真っ最中だとして、このサポートファイルを私自身がどうや

って考えていこうかなと思うと、私もこどもの成長記録をつけようとしたこと

が思い出されます。いわゆる母子手帳に書かれる発達の度合いに全くそぐわな

い子だったので、そういう成長過程を私なりのやり方でノートに記録したりし

てまいりました。成人してみて必要な情報っていうのは医療的なことです。い

つ診断を受けてどの先生にかかってどういう経緯で診断を受けているかの話

ですけれども、そのときの記憶っていうのは、もう成人する頃にはなくなって

しまっていて、障がい年金申請するときに、もう少しきっちり記録しておけば

よかったなっていうのがあります。 

これから育っていくこどもたちの発達は日々の経過で見ていけるんですが、生

まれたときの体重だったり、医療的な情報だったり、初めて診断を受けたとこ

ろや時期、健康診断でどうだったかっていうところを、将来的に残していける

ようになれば、15 歳のときに受け取るときにそれを今度は保護者がより深い

ものにしていけるという、私だったらサポートファイルをそのように活用して

いきたいなと思います。以上です 

 

新居浜ローズです。支援の引継ぎ状況について保護者への聞き取りを実施し

ました。 

社会人です。1人は引継ぎはモニタリングのときなどに口頭で行っています。

効果は感じています。 

もう１人は、学生当時からサポートファイルを使っていませんでした。口頭

と自作のものを使って説明やお願いをしていました。サポートファイルの確認

等、支援者側から聞かれたこともなかったような気がします。 

大学生です。小中高とサポートファイルをもとに支援会議をして、指導や学

校の様子などを書き足してもらいました。高校でも同じようなものを作っても

らいました。大学の支援課には報告していますが、支援を受けている様子はな

いようです。全ては自己申告があってのことなので、結局支援する先生による

ところが大きいですが、ファイルはさまざまな流れを追うのに役立ちました。 

高校生です。小学校から中学校に移行の際、サポートファイルを作り、発達

支援課の先生と中学校のコーディネーターと引継ぎの会議を実施しました。た

だ、中学卒業時にファイルを活かせなかったとコーディネーターが言っていま
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した。中 1 の時に不登校になり、支援会議で私が受けた印象では、中 1 の学年

主任はファイルに関心がないのは明らかでした。担任は新任で、かなりおぼつ

かない様子でした。何か提案すると、それは前例がある、前例がないという反

応で、はがゆい思いをしました。お願いをしても席替えすらしてくれませんで

した。いじめにあっても誠意のない対応で、加害側はいつも通り加害的に振り

舞いつつ登校してよい、被害側はどうせ特性で登校できないのだから現状のま

までよいという態度を隠しませんでした。引継ぎがどうという以前の状況でし

た。その後、完全に不登校になりました。進級時、担任と学年主任は変わりま

したが、親子ともに中学校の先生たちへの不信感が募ってしまい、あすなろ教

室に通うようになりました。中学からの具体的な引継ぎは、多分うるさいとこ

ろが苦手くらいだと思います。あすなろの先生はその場で本人から聞き取り、

親とのやり取りをしてくださり、対応してくれました。この時、サポートファ

イルのことは完全に忘れていました。通院先とも連携していませんでした。高

校進学の際は、高校側に中学の学年主任の先生からの申し送りがあったようで

した。卒業時に中学のコーディネーターの先生と一生懸命一緒にファイルを作

成しました。高校の先生からはサポートファイルを読ませてもらったと直接言

ってもらえ、嬉しかったそうです。 

その他、様々な雑談の中から共感が多かったのは、サポートファイルについ

ては保護者から見てほしいと申し出ないと支援者側は必要としていないこと、 

お願いしてファイルを渡しても、見てもらえていたり、活用されているかどう

かがわからないのが不安だということです。「ファイルを見せてもらいまし

た。」の言葉かけがもらえたときは安心するので、支援者側には見たかどうか

のフィードバックをしてもらいたいとともに、どの範囲の支援者で共有してい

るのかを伝えてもらいたいとのことでした。 

特に、社会に出てからが深刻で、これまでの流れが断ち切られることが多い

ように感じています。支援計画作成者以外の、特に新人支援者の多くが、明ら

かに目を通していないであろう対応で、本来起こらなかったであろう特性不理

解のトラブルが起きています。会うたびに転職したいというこどもたちは少な

くありません。 

「事業所とサポートファイルをもとに面談をして作っている支援計画なの

で、かかわる人には事前に目を通してほしいとお願いしているが、人数が多い

のでと返答があったときは呆れた」「社会に出てからが長いのに必要としてい

ないのかと不安に思っている」「口頭でその都度相談するのが結局手っ取り早

い」「親がいる間は代弁できるけど、それでいいとは思っていない」などの意

見がありました。以上です。 
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小学校です。アンケートの結果をまとめてくださったのを見せていただいた

んですが、10 番の質問、改善してほしいことを感じることを教えてください

の記述のところで、記入作成に時間がかかるという意見が多いんです。本当は

このサポートファイルを作ることが本来の先生たちの仕事なんですが、今は本

来なら先生方の仕事ではないところでたくさん業務が増えているので、こうい

うふうに感じられる先生方が多いのかなということを感じております。 

今、新居浜市は全部の小・中学校がコミュニティ・スクールといって、地域

とともにある学校づくりというのを進めています。そういうところで、学校を

預かる校長として、地域の方々が担ってくださる業務を地域の方々と相談しな

がらお願いしていって、先生方が本当に安心してこどもと向き合える時間、こ

のサポートファイルを作成する時間が取れるようにしていきたいなと思って

いるところでございます。 

また、新居浜市のこどもたちのことをどうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

特別支援学校です。個別の教育支援計画については活用するという段階で、

小学部から高等部までがつながるというのではなく、就学前から卒業後がつな

がり、また地域ともつながるというところで、活用を進めています。 

先ほどのサポートファイルというものは、地域によって名前も違いますし、

中身が少し違います。それに書き込んでいくというのではなく、作るときにそ

れを見せていただく場合が多いんですけど、そこから特別支援学校での支援計

画を作成します。これは保護者や本人がいつでも見れるように、密にして作っ

ているものなんですが、ほとんど同じ内容です。卒業後は、原本を本人もしく

は保護者の方にお返しします。卒業後はまたサポートファイルになるのかもし

れないなと思っています。新居浜市でのサポートファイルと特別支援学校の支

援計画を持っていて、途中からサポートファイルの方は、空白の部分があり、

その期間は特別支援学校の方に書いてあるので、そこら辺が少し煩雑かなと思

ってはいました。内容的にはつながっているかと思います。以上です。 

 

東予こども女性支援センターです。こどもと親の対応中心の児童相談所に異

動して思うことは、親子関係での問題を抱えている方がほとんどで、こどもさ

ん自身も何かしら特性を抱えているということです。幼児期のお子さん、学童

期のお子さんを突然預かってほしいということで、児相に連絡が入るのです

が、特性を持っている児童が虐待されて児相に来るというのも多いのです。サ

ポートファイルの個人情報の部分、特に最初の計画にある服薬の状況や診断、

生育歴というのは児童でかかわるときにも、改めて親御さんから聞き取る内容

で、児相と親との関係がうまくいっていると、スムーズに教えていただけたり
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するんですけど、なかなか虐待のご家庭というのは、こういうお話一つ聞き取

るのも難しいし、拒否される場合も多いです。 

そういったところで児童相談所としましても、こういったお子さん自身の発

達、特にコミュニケーション面や社会性に関するところ、学校でどうだったか

などは、施設だったり、場合によっては地域で普通に生活されている里親さん

をされているご家庭に聞かれることが多い内容です。親御さんとうまくコミュ

ニケーションが取れている場合はいいんですけど、なかなか連絡のつかない親

御さんもいる場合、「このお子さんはこういうお子さんなので、こういうとこ

ろを気をつけて見てあげてください」ということが具体的に伝えきれないま

ま、地域の里親さんに養育をお願いしなくてはいけないという学童期のお子さ

んも今たくさんいらっしゃいます。 

そこで、児相と里親さん、児相と保護者で、こどもと学校というところでな

かなか情報共有が難しく、情報共有が難しいがゆえに、そのこどもにとってあ

った支援というのにつながりにくかったりするので、このサポートファイル自

体の話とはずれてくるんですけれども、とても有効に情報共有して支援に結び

つけられると、虐待を受けているお子さんの支援、家族支援にも役立てられる

ものになっていけばいいなというような思いでお話を聞かせていただきまし

た。 

 

ありがとうございました。それでは最後にアドバイザーの先生方からお話を

いただきたいと思います。 

 

皆様のお話は非常に貴重だったなと思います。特に、当事者の声が一番では

ないかなというふうに思います。まだまだ変えごたえがあるということが明ら

かになったのではないかなと思います。 

先ほど渡部先生が言われましたけど、障害者差別解消法で合理的配慮は民間

も提供義務になっていますので、国公立はすでに対応してきている大学も結構

あるんですけど、私立も当然合理的配慮が提供義務になってきております。ど

うしても大学間で差は大きいです。大きいですが、まずは言っていかないと動

きません。 

それから合理的配慮に関するところなんですけれども、先ほど前例がないと

出てましたが、合理的配慮は前例がないのは当たり前です。発達障がい者支援

法の改正にあたって、当事者に障がいがあるわけではなく、障がいは社会のあ

り方なんですと明記しているところが重要なんですね。合理的配慮の話になっ

てくるときに、「学校にいる間はいいけど、社会に出たらどうなるんですか。

社会はそんな甘くないですよ。」って話を聞くんですけど、私が知る限りはむ
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しろ社会の方が優しいです。今は人手不足ですので、むしろいかに効果的に働

いてもらうかっていうのが、これはビジネス界の常識になってきています。雇

った人にいかによりよく働いてもらうかが企業にとっての課題になっていま

すので、そういう点では学校教育を受けている段階からちゃんと自分の権利を

主張し、交渉し、行使することで、組織に貢献できる力を育てるということが

学校教育の課題になっているんじゃないかな、というふうに思います。 

企業もムラがありますけど、成長している企業ほど、障がいの有無に関わら

ず、採用する人間をいかに資産にしていくかという視点で雇用してきているな

というのを実感しています。先が怪しい企業は、ちょっと昔ながらかなと思い

ます。社会は確実に変わってきています。学校教育に携わっている先生方には

ぜひ社会や世間に向けてどんな大人になってもらうのかというときに、21 世

紀型の大人になってもらうことを考えてほしいです。 

一方で、サポートファイルに関しては、スタートが重要なんだと感じます。

お話を聞いていて、乳幼児健診はかなりスクリーニングされるようになってき

ているわけですから、そこから効果的に使うということが重要かなと思いま

す。 

東温市は、サポートファイルを全てのこどもにということで、私は 2 歳児の

教室にしか関わってないですけど、2 歳児の教室での相談は全部サポートファ

イルを使っています。それも障がいがあるかどうか関係なく、「なんかゆびし

ゃぶりばかりするんですけど」「おむつがなかなか外れません」とか、そうい

うところから相談内容は全て「これ書いておいたんでサポートファイルに挟ん

でおいてくださいね」ということで使っています。スタートをいかにうまく切

るかというところが課題かなと思います。幼稚園、保育所でも年長になってか

らはちょっと遅いなと思うんです。引継ぎのためのサポートファイルではな

く、まずは園生活をよりお互いがより良く過ごすためのサポートファイルの活

用が重要だと思っていて、そこで役立つ実感を持てば、多くの保護者はそれを

学校に引き継ぐことを望むのではないかと思います。ただし、虐待家庭などの

場合はそこが難しいというのは確かに出てくるなと思います。心理支援の世界

では、個人情報の共有というのは基本本人の承諾がいるんですけど、その人や

その人に関係する人の生命財産に明らかな危機が迫っている場合というのは

当事者の同意を得なくていいというのがタラソフ原則です。多分虐待の現場に

ついては、こどもの生命財産との関連で個人情報の取り扱いをどうするかとい

うときに、やっぱり基本タラソフ原則なんだろうとを思いました。 

でも、すごく活用が進んできているなと思います。本当にこれからも勉強さ

せてください。ありがとうございます。 
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ありがとうございました。お願いします。 

 

平成 20 年頃にサポートファイルの作成の研究指定を受けたとき、手帳にす

るか支援ファイルにするかを議論したんです。いろんなケースがあるから、手

帳で書き込むのではなく、用紙を次々足していけるファイルにしていこうとい

うことでファイルの方に落ち着きました。そして、母子手帳をもらいに来た時

に健康推進課の方で支援ファイルを配ってます。だから全員持ちます。そして

医療にかかった時、健診や歯磨き教室だとかいろんなところで受けた記録をも

らったら全部それも綴じましょう。学校で健康診断がありますが、こどもの記

録をもらったらそれを綴じましょう。学校の方も、これは支援ファイルに綴じ

てくださいという文言を入れて配っています。 

幼稚園、保育所はいろんなところにいくので、それぞれの園によって家庭環

境やとかいろんな提出物が違うのでそれも全部綴じてくださいよ。 

特別支援学校に行っても、お話があったように、地域によってファイルが違

います。親の立場からしたら、例えば四国中央市の子が新居浜分校に行ったら、

新居浜分校でもらったファイルは四国中央市のファイルに綴じておいて、卒業

したらまた地域の情報を綴じるわけでしょ。だから、学校の立場からしたら市

町によって違うんだけれど、親からしたら、自分の子が特別支援学校に通って

いる 9 年間ないし 12 年間はそこでお世話になったんだけど、それが就学前の

支援ファイル、学校に行ったら教育支援計画になって、卒業したらまた支援計

画に戻るんですよ。親の立場にしたら、どこに行ってもこどもの成長がずっと

記録できるんじゃないかな。「どこに行っても同じことばっかり聞かれるんで、

もう嫌です」という声が、このファイルを作る出発で、保護者の負担軽減にも

なります。また、保護者が知らせたい情報と僕らがつかみたい情報とが違うと

きにも参考になります。 

18 年ぐらい経っているので、始めた時に生まれたこどもたちが今高校卒業

になっているんですが、全員ファイルを持っています。一番役立っているのは、

障害年金をもらうときです。だから今は必要ないんだけれど、将来的にそうい

う必要が起きるみたいなこともあります。 

東温市でずっと仕事をしている先生は分かっているんですが、新しく来られ

た先生、東温市外から来られた先生が東温市のこのシステムが分からない。校

内のコーディネーターの先生が 4 月に東温市はこうやっているんですよと徹

底するのが不十分なので、今ちょっとバラバラになっています。そこを徹底す

るために、先生たちがサポートファイルをどう使うかの手引きを作って、全員

に配って、コーディネーターがそれを確認するみたいなことを会議をやっても

らっています。ずっと長い間使っていて、いろんな問題が出てもう一度見直す
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といいかなという時に先の 9 月 6 日の調査結果でそこを見直しなさいよ、とい

うのが出ていたので、適切な時期のこの今日の議題だったなと思っています。 

ぜひ、新居浜市が無理のない範囲で改善して、年々ずっと成人になってから

も支援に使えるような、そんなサポートファイルにしていただいたらありがた

いです。以上です。 

 

ありがとうございました。 

それでは本日の協議会については全て終了いたしました。事務局から連絡事

項等ございますか 

 

第 1 回の時にお配りした資料の発達支援課主な政策と実績についてのとこ

ろで資料の訂正がございます。資料番号 10 の令和 6 年度児童生徒教職員数の

ところで、川東中学校の男子生徒数と男子生徒数の合計に誤りがありました。

訂正したものを本日お配りしておりますので、ご確認ください。 

 

ありがとうございました。それでは最後に発達支援課長からご挨拶をお願い

します。 

 

～発達支援課長 挨拶～ 

 

ありがとうございました。次回の協議会でございますが、お示しになります

ように、次回は令和 7 年 2 月 3 日（月）15 時からの予定です。どうぞよろし

くお願いいたします。 

皆様のご協力により、今日はサポートファイルのことを中心として、アドバ

イザーの先生方、それから委員の皆様から、本当にこどもを中心とした貴重な

ご意見をいただいたことを感謝しております。どうもありがとうございます。 

それでは、以上をもちまして本日は協議会を終了したいと思います。ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 


